
実施内容 治療・検査時の鎮静におけるプロポフォール製剤の使用について

対象
当院で治療・検査を受ける患者さんで、プロポフォールを医師の判断にお

いて鎮静に使用する患者さん

承認日 2025年9月29日

対象期間 永続的に使用

目的・概要

非挿管下での治療および検査を安全に行うために医師が必要と判断した場

合、保険適応外であるプロポフォール製剤を鎮静に使用する場合がありま

す。

診療科 全診療科

使用場所 血管撮影室、ICU、HCU

使用条件
有害事象を早期に発見し、適切に対応するため、呼吸・循環状態の適切な

観察を行います。

予想される不

利益と対策

プロポフォールの重篤な副作用としては呼吸抑制・循環抑制（徐脈・低血

圧）があります。対策としては循環器障害のある患者さんおよび高齢の患

者さんでは少量を緩徐に投与していきます。適宜異常を把握するためモニ

タリング（血圧、脈圧、血中酸素飽和度）を行っていきます。

本診療の任意

性と撤回の自

由について

この診療行為へのご協力は、患者さんご自身の自由意思に基づくもので

す。ご不明な点やご心配な点がございましたら、ご遠慮なく下記の連絡先

までお申し出ください。この診療行為を希望されない場合でも不利益を被

ることはありません。なお、添付文書の定める範囲内での使用では安全に

医療を提供できないと医師が判断した場合、再度ご説明させていただく場

合があります。

問い合わせ先
東邦大学医療センター佐倉病院　各診療科担当医師

電話：043-462-8811（代表）
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